
8本脚からなる節足動物で、昆虫ではなくクモやサソリに近い生き物です

一般に家の中に住むイエダニなどとは違って、固い外皮に覆われ

大きさは吸血する前のもので約3～4mm、目で見てわかる大きさです

この辺りでは主に、フタトゲチマダニというマダニが犬や猫に寄生します

ヒト

イヌ バベシア症

ネコ ヘモバルトネラ症

　確実・安全に取り除くなら

　　🐜ドライブやキャンプで行く郊外の山や森の草むら

　　🐜広い公園や河川敷の草むら

　　🐜いつものお散歩コースの草が良く茂っているところ

重症熱性血小板減少症（SFTS）

ほんとは恐ろしい…マダニ

体温・振動・二酸化炭素などを感知し、体表へ飛び移ります

マダニは草むらの中に潜み、そばを通りがかった動物の ――直接的な寄生による病害――

吸血後は体が大きく膨張し100倍以上の体重になります

1匹のメスの成ダニが満腹になるまで吸血すると、

なんと最大5mlの血液を失うことに！

『　マ　ダ　ニ　の　予　防　』

暖かくなると活発になるのは生き物の性で、草むらに潜むマダニも例外ではありません

昨年は「重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）」の発生がニュースでも話題になりました

人にも感染する病気を持っているマダニ、正しく予防して楽しくお外に出かけましょう

貧血

アレルギー性皮膚炎

――マダニが病原体を媒介することでうつる疾患――

無理やり引っ張らないで！

　犬・猫の体表にマダニを発見したら…

特に犬の耳、胸部、内股部、おしり（肛門）の周りなど

被毛の少ないところに寄生します

SFTSウイルスを保有しているマダニに咬まれることで感染

県内でもウイルスを持ったマダニ・感染した鹿が確認されている

症状は発熱、消化器症状、頭痛、筋肉痛、皮下出血や下血など

高齢者を中心に全国で110人が感染、うち32人が死亡

（2015年2月　国立感染症研究所調べ）

使い方など、詳しくはスタッフにお尋ねください

赤血球に寄生する原虫で、マダニが吸血する際に犬の体内に入る

発熱、貧血、食欲不振などを起こし急性例では死亡する事もある

以前は関西以西の病気だと考えられていたが感染地域が広まり、

いまでは全国(特に山間部）で発生が認められている

「猫伝染性貧血」とも言わる

病原体が赤血球に寄生することで赤血球が破壊され貧血を起こす

症状が悪化すれば、死に至ることもある

原因となる病原体はノミやマダニを介して猫に感染する
首筋に垂らすだけで、駆除と予防ができます！

マダニから大量に寄生・吸血された際に貧血を起こす

マダニの唾液がアレルゲンとなり、強いかゆみを引き起こす

吸血中のマダニを無理に取ろうとすると、

口の一部が皮膚内に残ってしまい、化膿の原因となります

口器には逆向きのトゲがあります

吸血時にはセメント様の物質を

出してガッチリ皮膚に咬み付くの

で、なかなか取れません

【ノミ・マダニ駆除剤　マイフリーガード】
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マダニの駆除と予防
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